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1992年のNarure誌に大変寄妙な渦鞭毛i築の生態が紹

介された。タイトルには'phantom'dinoflagelJate (幽霊i向鞭

毛諜)とある。あまりの若干妙さにこの報文を読んだ時に

は，その内容に半信半疑であったことを覚えている。そ

の後しばらく この渦鞭毛務にI則する論文を見ることはな

かったが， 1995年以降には立て続けにこの渦鞭毛藻に関

する論文が発表されるようになった。1995年の J.

Phycology誌に本種は，新属新種Pfiesteriapiscicida (フイ

エステリア)として発表された。

フイエステリアは，葉緑体をもたない従Jiii栄養性の渦

鞭毛藻で，現在の所，アメリカ合衆国東海岸を中心に生

息、することが知られている。最初に本種による問題が明

らかとなったのはノースカロライナ州の汽水域である。

ここではニシン科のメ ンハーデン m巴nhaden等の魚の大

量死が問題となっていたが，その原因は明らかではな

く，低酸素水塊などの存在がその原因と推測されてい

た。実際にはこの大量死の原因はフイエステ リアであっ

たが，無色であることから赤潮のようにはならず目立た

ないこととゲリラ的な行動のためにその原因の特定は遅

れていた。フイエステリアは魚がいない状態では底泥中

に不動細胞として存在している。ところがメンハーデン

が近くにやってくるとその魚の体表からの穆出物に刺激

され一斉に遊泳細胞となって魚に襲いかかる(メンハー

デンは泊っぽい魚で，しかも多数の個体が群を作ること

からフイエステリアはこの魚によく反応する)。 この時

に毒を放出するがその毒は部受性である。そして毒によ

り死亡した魚の組織などを"食う"のである。場合によっ

ては遊泳細胞はアメーパに変形しさ らに捕食を続ける。

魚、がいなくなるとあるものは不動細胞に戻り，あるもの

はアメ ーパとして他の渓類などを総食して生きのひ、る。

本種は知られているだけでも生活史中に 24種類の異

なった形態を示し，大きさも 5μmから のOllmまでとま

さに変幻自在である。魚に対する毒性も問題であるが，

この揮発性の毒は人体にも筈を及ぼすことが明らかと

なっている。知られている症状としては，知覚麻薄，皮

膚の炎症，肝機能|悠筈，視覚の減退， 吐き気，哨息様症
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状，短期的記憶の喪失，認識力の低下(人の名前や電話

番号が覚えられない，簡単な足し算が出来ないなど)と

言ったアルツハイマ一様症状などがある。変わっている

だけでなく，怖ろしい生物でもある。

本書はロドニーパーカー著rAndTh巴WatersTumωTo

BI∞d.ISBNO・684-83126ーoJの邦訳である。本容はフイエ

ステリアの問題とそれに取り組む研究者逮の物語であ

る。フイエステ リアはノースカロライナナト|立大学獣医学

部の水梢から初めて発見されるが，その同定を頼まれた

新任の大学助教授Jo加 nM.B凶rnold巴r等がやがて，魚の

大量死の原因がこのプランクトンであることをつきと

め，その脊妙な生態を明らかにしていく過程を描いてい

る。さらには，研究者同志 ・事実の公表をしぶる州当局

等とのiliL際，研究費をめぐる攻防なども捕かれている。

本の衛に告かれたおどろおどろしいキャッチコピーには

関心しないが，内容は丹念な取材に基づいた比較的公平

なドキュメントであるとの印象を受けた。本穫の大量繁

殖には環境汚染が関係している可能性が指摘されてお

り，またその分布が今後どのような広がりを見せるかに

ついても注視する必要がある。本種に関しては他人事で

は済まされない点も多い。そのようなことから学術書で

はないが紹介させていただいた。以下に挙げたようなオ

リジナルな研究論文と本書を読み比べると論文作成の背

景などもわかって興味深い。納訳も良く，読んでいてス

トレスを!感じることは無い。
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なお，フイエステリアに関するホームページも開設されてい

る。興味のある方はこちらもご覧いただきたい。hltp://

www2.ncsu.cdu/unity/lockcrs/projeCl/aquatic_bolany/pfiesl.hlm1 
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